












して、戦前中国の上海に創立されました。東亜同文書院に通っていた学生は、当時満鉄で働いていた社日もいました。名古屋テレビの番組 まさに日中戦争の時に満鉄で働いていて、後に上海の東亜同文書院で勉強をしていた広島県に住む山根良男さんが八十代という高齢 中国 大連師範大学に宿学し そし 去年の夏に卒業を迎えたドキュメンタリー番組です。私は二年前 許 の取材日程表から去年十二月の本編集まで翻訳を担当しました。山根さんは当時日中友好を図るために中国 行きましたが しかし現実では中国の国民を探聞して まいました。彼は当時に何も きなかった青春 取り戻すために、八十代になったにもかかわらず、中国語だけではなく よりたくさんの中同文化を勉強したいという気持ちで中国大述市の遼寧師範大学留学に行きました。愛知大 の東亜同文書院のホ
l
ムペー
ジに、「中園、アジア重視 国際人を養成し ここから日中関係に貢献する多くの人材が育っ 。」と見られるよう
•)!•!El•司文丹院記念材i \'()[” l:l 7.J 
に、その通りだと私は思いました。さらに名古屋テレビの番組編集長の海老名さんによれば、日中戦争が勃発した当時、日本国内にあるほ んどの大学は政府の支配下にあって、学生たちが自由に自分の考えを主張したりすることができませんでした。しかし、東亜同文書院 中国 上海にありましたので、日本では唯一に学生が自由に窓見を発表したり、戦争に反対 りすることができる で 。海老名さんはもし自分がその時代 生まれていたなら 絶対に東亜同文書院大学に入っていたと言ってくれました。しかし、今愛知大学にいる私達学生は愛知大学 すばらしい．陛史背景を知っている人はとても少ないです。日中友好関係への貢献で古い歴史を持つ愛知大学で勉強している私が考える東アジアの持続的発展と日本の役割、そして日中の間にいる私ができること つい これ ら述べていきます。一、東アジアの持続的発展一九九七年の夏にタイに端を発した通貨金融危機は、冬、



















台湾の対応政策として、第一に通貨防衛政策を放棄して、管理変動相場制から自由変動相場制へ移行 ました。商品輸出の価格競争力を維持するために台湾ドルを切りドげましたが、この施策は台湾の輸出のほぼ半分のシェアを持つ東アジア経済危機の一一層 深刻化を加速させ した。株価の維持は台湾にとって、経済 安定を保つ要件である以上に、社会的な信心を維持できるかにかかっていましたから、第二に株価安定化政策を山しました。そして空売り売目禁止、自社株購入制度の導入と外国人 投機のための株式譲渡規制罰則を導入 ました。第三に不良債権問題 解決するために 台湾政府は金融機関を強化して、金融機関の合併を促していました。印紙税、契約税、土地処分利益の優遇税制などの具体的措置を取りました。第四に、台湾政府は公的企業部門の投資を継続 に拡大して、積極的財政政策を保則しまし 。これはこれからの台湾経済が一定の成長率を維持することに寄与しました。第五に対中投資の
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ています。三つ目は、安定したマクロ経済運営です。財政赤字の肥大化、 ンフ ョンの高進、対外債務の膨張、通貨価値の過大評価とその後の暴落といった事態を起こさずに、経済主体の健全な期待を醸成し、浸心して貯蓄、投資、輸出などの経済活動を行ってきました。以上のように、東アジア諸国、地域の持続的な発展は、自らの努力 よって成せたのは事実でありますが、彼らの努力を衷で支えていた は先進国です。東アジ でリーダーとして雁行経済の先頭に飛ぶ日本という大きな経済力を持つ「鳥」は、どのような役割を果している でしょうよ。












はなくて、一戸さ芝ミ切であることです。例えば、松下電器のお粥が作れる炊飯器 今日本の電気屋さんで普通 見かけますが、それ 台湾 子会社が開発し ものです。台湾では、朝御飯にお粥を食べる習慣があって、当時の松下電器の炊飯器にはお粥が作れるものはありませんでした。
このように台湾の子会社が台湾の市場のために開発して作った製品は、現在日本、中国、世界中で見られるようになりました。日本の企業はまるで版行経済の先頭を飛ぶ判明烏が、後ろに付いてくる子鳥が逸れないように紐 結んで、大きな空で飛んでいるようです。上で述べているように、日本の多国籍企業は世界中にネットワークを持っていることは、日本の経済の良し悪し、日本の政治の変動は世界の国々、特に地理的に近 東アジアの経済や政治に影響を与えます。例えば、小泉首相が




何か政策を出すと、外国の政府 一々文句をいうのはなぜ？」という疑問を持つ日本国民 多いようですが、親鳥の国に住む一人一人がきちんとした責任を持っ 行動しないといけないと思いま 。紛が切れた親おも子
hM
も川市独
ではとても無力であるが、組に結ぼれてから初めて家族となって、パワフル 成ります。三、そし 私私は小学卒業まで中国にいて、中学、高校、大学は日本の教育を受けています。中国にいた時は、日本 文化に接していましたが、日中の友好関係を保つためにどうすればいいかを考えていませんでした。日本に米て異文化と多くの衝突を重ねて、私は日本の文化、国民の考えについて批判したり、祖国の中国の学校教育で教えられた知識の正しさを出張したりするのではなくて、両国の歴史的に違う立場に立っていたことによっ 国民の頭の中に自然 形成された考え 理解できるようになり した。例えば靖国神社参拝に関して、高校の時にクラスメートとの交流で私は、日本の学生や大人は、日本の首相が消国神社に参伴すると中国や韓国 批判されると うこと 結果だ を知って、どうして靖国神社参拝に関して批判しているか 知 い
る人が少ないです。事実上、日本の首相が婿国神社を参拝するのは、靖国神社に戦争で同のために亡くなった兵土や長官の霊が祭って るからです。戦後に東条英機などが
A
級戦犯とされたけれども、日本政府にとって彼らは戦争で犠牲になった自凶国民 の 、首相が参拝する は当然ことです。しかし、彼らは中国や韓国の国民にとって 、戦争を起こして自分の家族、家を破壊した許せない罪人であります。一国の英雄は他国で 罪人であります。私 ち現代人にとって最も大事なことは 間違っているとか正しいとかを追求 るよりは、相手同の事情を知って、気持ちを理解することです。私は、高校 卒業文集でこの主張を「歴史への正しい認識」というテ
l
マで投稿しました。私
は、臼分の阿りに る日本人の友達、そして中国人 友達に皆が両国のこ を客観的に知ってもらえ ように、これからも文章に書いた 、交流会に参加 たり て頑張伝えて行きたいです。今年から就職活動が始まって、私は真剣にこれからどういう仕事をして、日本や中国 社会、そし 世界という大きな社会に対して何を貢献したい 考えました。今まで白分は学校の勉強、部活 アルバイトなど様々なことを経験しました。それらの勉強や活動を行っている時 、私はいつも一つの夢を抱いています。それは、いつか私は中国人、あなたは日本人、彼はアメリカ人と う身分でなくなって、私たちは皆「地球人」として れば、この地球上で相違なく国家間の戦争がなくなっ 先進 が経済利益を得るために発展途上国 生態環境 破壊 るような とも無くなるでしょう。高校二年の時 私は、名古屋市国際
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